
研究目的  

 本研究では小型ターボチャージャ等で使用されてい
る遠心圧縮機をベースに超小型にまで縮小して、連
続的に寸法を縮小させた場合の性能特性と流れの影
響を調べる。  

超小型ターボ機械の実現へ向けた性能特性評価に関する研究 

期待される成果  

 超小型遠心圧縮機は分散型電源や携帯用電源とし
ての利用が期待される超小型ガスタービンの構成要
素の一つであり、その実現可能性が望まれている。 

 超小型ガスタービンの発電効率は他の原動機や集
中型電源に比べて低いものの、コージェネレーション
を行い、廃熱を巧く活用することが出来れば、総合効
率で高い水準を得ることも可能である。 

研究内容 
(1)研究の第一段階として、羽根車直径40mm，30mm
および20mmの遠心圧縮機を設計、製作する。 
(2)試作した羽根車の性能特性を調べるための試験装

置の製作し、性能特性および流れパターンの測定シ
ステムを構築する。 
(3)得られた性能特性を相似則に基づいて比較、検討
する。 
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